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振り返り FY2022（2023/3期）連結計数実績

2022.11.11
修正予想

対比

2022.5.12
当初予想

対比
前年比実績 達成率

（%）
達成率
（%）

増減率
（%）

104.8＋1,075109.7+2,07516.1+3,26823,575売上高

95.2△9998.3△3410.9+1931,965営業利益

92.2△16698.1△388.4+1521,961経常利益

99.3△10105.5+7418.8+2231,414親会社株主に帰属する
当期純利益

・国内外の需要増に対応し、２年連続過去最高売上・最高利益を更新。売上高は前年中計ローリング
プランを1年前倒しで達成。

・継続的な原価上昇と一過性のM&A費用（130百万円）による負担増加により利益は修正予想対比未達。
不動産売却益（114百万円）により、当期純利益は修正予想対比、僅かな未達にとどまった。

（百万円）

３

※為替レート実績（平均）：１ドル＝ 135円、１ユーロ＝ 141円
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振り返り FY2022（2023/3期）セグメント別売上実績

コメント増減率前年比22/3期
実績

〇 旺盛な解体需要に支えられ主力の圧砕機の販売好調。
〇 圧砕機等の自社生産台数は前年比16％アップ。
△ 原材料価格上昇が続き、価格転嫁の浸透に注力中。

10.21,09611,804解体環境
アタッチメント

〇 林業機械：高性能林業機械オカダ・ハイブリッドバケッ
トの発売等により順調に売上増加。

× ⼤型環境機械：輸⼊に係る納期⻑期化で売上減少。
〇 ケーブルクレーン：⼤型ダム工事と水力発電所の改修

需要で⼤幅売上増加。

22.07374,094林業・⼤型環境・
ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ 他

〇 営業所（兼整備工場）のリニューアル実施による
体制強化が奏功（P9を参照）。

〇 自社営業所に加えて、全国に指定サービス整備工場を
配置し、アフターサービス体制を補完。

10.82792,875修理・補材

〇 需要堅調で受注残拡⼤。生産増強で対応中。
△ 更なる商材の確保、及び原材料アップや調達納期⻑期化

に対応した原価管理、在庫管理、商品価格転嫁の課題に
取組中。

12.72,11218,774国内セグメント

〇 需要堅調と体制整備により３地域全てで増収。
〇 米 国：営業体制整い売上は過去最高を更新。

今後はM＆A効果の最⼤化に注力。
〇 欧 州：代理店開拓が奏功し、順調にシェア獲得。
〇 アジア：値頃価格の新商材の投⼊により徐々に回復。

31.71,1554,801海外セグメント

（百万円） (%)（百万円）

４
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実績トレンド

120 131 153 178 179 175 
203 

235 

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

売上高

7.6 
11.0 11.9 

15.2 13.6 13.7 
17.7 19.6 

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

営業利益

7.2 
10.9 12.7 

15.6 
13.4 14.3 

18.0 19.6 

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期
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4.3 
6.9 6.6 

10.0 8.8 9.1 
11.9 

14.1 

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

親会社株主に帰属する

当期純利益
（億円）

５

アーチ2020 VISION30

※ 「アーチ2020」はFY2015(16/3期)〜FY2020(21/3期)の中⻑期経営計画
「VISION30」はFY2021(22/3期)にスタートした中⻑期経営計画
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実績トレンド
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６
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VISION30
目標

FY2025
計画

(26/3期)

FY2024
計画

(25/3期)

FY2023
計画

(24/3期)

FY2022
実績

(23/３期)
前年(FY2022)
ﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ

対比

前年(FY2022)
ﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ

対比

前年(FY2022)
ﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ

対比

30,00030,000+2,50027,500+2,50025,500+2,07523,575売上高

3,0003,000+1002,600+1002,300△341,965営業利益

3,0003,000+502,550+502,250△381,961経常利益

2,0002,000+401,710+301,500+741,414親会社株主に帰属する
当期純利益

10.010.0△0.59.5△0.69.0△1.08.3売上高営業利益率

10.011.8+0.111.0010.4＋0.410.7ＲＯＥ

中計ローリング３カ年計画（FY2023−FY2025）

計数計画 （百万円）

基本方針：国内では、生産性向上を軸にバリューチェーンの更なる強化を図るとともに、
海外では、米国でのM&A（シカゴ）や拠点拡⼤（ポートランド）を着実に成果に結びつけ、
当３カ年計画の最終年度で中⻑期経営計画 VISION30の早期達成にチャレンジする。

７

※計画作成上の想定為替レート：１ドル＝130円、１ユーロ＝140円

(%)

(%)
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中計ローリング３カ年計画（FY2023−FY2025）重点施策

内容施策VISION30 ３つの戦略

◇ 人材の多様化（ダイバーシティ）と人材育成
◇ ワークライフバランスと健康サポート
◇ 職場環境や業務環境の整備
◇ 風通しの良い企業風土の醸成

働きやすい､働きたくなる､働きがいのある
職場づくりのためのエンゲージメント施策

人材戦略
（人的資本経営）

◇ 国内営業所・整備工場のリニューアル
◇ サプライヤー拡⼤と工場増設による増産体制確立
◇ ベトナム／ブレーカ工場の量産開始
◇ 林業部門の生産性拡⼤と収益性改善

生産性向上を軸にしたバリューチェーン強化国内営業
・生産

マーケット
戦略

◇ 欧州はじめ、各拠点への人員戦力と商材の投⼊
◇ 米国新本社竣工による倉庫・修理機能拡⼤
◇ タイ現法を核にしたアジア展開

３地域体制（米国･欧州･ｱｼﾞｱ）による
グローバル展開海外営業

◇ 米国での修理メンテナンス体制の整備
◇ 米国シカゴ地域の顧客開拓米国M&Aシナジー効果最⼤化新事業・

M&A

◇ サステナビリティへの取組み強化
(TCFD提言に関しては、2023年6月に開示予定)持続的成⻑を支えるガバナンス体制強化

経営基盤強化
◇ アイヨンテック朝霞工場の拡⼤
◇ ⾸都圏・関⻄圏の拠点設備増強
◇ 技術研修施設の整備

国内・海外の工場・営業拠点等の整備

◇ 業務システムの見直しとセキュリティの強化
◇ GPSアタッチメント監視システムの実用化システムインフラの整備・DXへの取組

８
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2016
北陸
営業所

2019
四国
営業所

2020
湘南
営業所

2022
中部
営業所

2021
広島
営業所

2016
アイヨン
テック

2022
仙台
営業所

マーケット戦略 国内営業所リニューアル
工場（アイヨンテック）と営業所設備を計画的に増強し、増産とメンテナンス強化に対応しています。

2023
札幌
営業所
(5月予定)

９
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マーケット戦略 グローバル展開

オカダアメリカ本社
2023年 新本社をﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ郊外に移転新築
[狙い] ① 倉庫・修理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ機能強化

② ハブ機能拡⼤で需要増に対応

オカダミッドウェスト（旧トーセン社）
2022年 M&Aによりグループ化
[狙い] ① 米国での修理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制強化

② シカゴ地域の顧客獲得
クレアテック・ビナ（ベトナムOEM工場）
2024年 油圧ブレーカ量産開始予定
[狙い] ① 日本品質で値頃価格製品の生産

② 世界共通モデルで日米欧に販売

オカダタイ（持分法適用会社）
2021年 現地資本と合弁で販売会社設立
[狙い] ① タイ国内の開拓強化

② タイ販売商品をｱｼﾞｱ･中東へ横展開

オカダヨーロッパ（オランダ）
2020年 販売子会社として設立
[狙い] ① 世界最⼤市場の欧州の開拓

② 欧州31ｶ国に販売代理店設定

３地域体制（米国･欧州･アジア）を強化し、グローバルマーケットでのシェア獲得に注力しています。

欧 州 米 国アジア

１０
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設備投資 実績・計画

ローリングプランFY2023-FY2025実 績
26/3期25/3期24/3期23/3期22/3期21/3期

1,2001,2006001,2292,2951,158設備投資

ｱｲﾖﾝﾃｯｸ朝霞工場､東京本店､
本社・関⻄支店、技術研修施設等
の設備拡充を中心に検討予定。

ｱﾒﾘｶ本社
札幌営業所

ｱｲﾖﾝﾃｯｸ土地
ｱﾒﾘｶ本社

札幌営業所
ｵｶﾀﾞﾐﾄﾞｳｪｽﾄ不動産

広島営業所
中部営業所
仙台営業所
札幌営業所

湘南営業所
広島営業所

主な
設備内容

630610590518482439減価償却費

アタッチメントの⼤型化に対応した国内の営業所兼整備工場の設備増強には一定の目途。
今後は製造工場と、需要が伸びる東京・関⻄の設備拡充を中心に検討する。

1,158 

2,295 

1,229 

600 

1,200 1,200 

439 482 518 590 610 630

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
■設備投資 ■減価償却費

21/3期(実) 22/3期(実) 23/3期(実) 24/3期(計)  25/3期(計)  26/3期(計)

（百万円）

（百万円）

１１
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キャッシュフロー 実績・計画

21.7 
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△6.5

17.3 21.2 21.7 

△ 11.2 △ 16.2

△ 25.6

△ 5.9
△ 11.8 △ 11.5
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△ 2.6 △ 4.4 △ 6.2
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営業CF 投資CF 財務CF FCF

21/3期(実) 22/3期(実) 23/3期(実) 24/3期(計) 25/3期(計) 26/3期(計)

３年間実績 累計

（億円）

１２

営業CF
＋24 投資CF

△53
財務CF
＋27

営業CF
＋60

投資CF
△29 財務CF

△13

中計ローリングプランFY2023-FY2025 累計

前３年間は事業拡⼤に備え積極的に設備投資とM&Aを行ったが、24/3期からの３カ年は引き続き
成⻑投資は行いつつ、キャッシュフローを確保して 投資回収を図る。
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株主還元・配当政策
・昨年発表した増配スケジュールを３年前倒しして、今期に（2024/3月期）配当性向30％となる

年間56円配当（前年比＋18円）を計画する。
・今後も事業安定成⻑のもと、累進的配当方針により増配を継続する（今期で14年連続増配）。

8.5 10 12
18

22 23 24
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（実績） （予想 ）

配当性向
30%

配当性向
21.6%

１３

（円）
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投下資本の生産性 実績・計画

113 125 139 149 161 175
60 61 

92 95 97 98

21/3期(実) 22/3期 (実) 23/3期(実) 24/3期(計) 25/3期(計) 26/3期(計)

174 187
232 245 259 273投下資本

有利子負債

株主資本

9.0 11.5 12.8 15.0 16.9 19.5NOPAT
(税引後営業利益)

5.30 

6.37 6.09 6.26 
6.69 

7.32 

4.68 

4.36 
3.67 3.60 3.65 3.80 

0.61 

2.02 
2.42 2.66 

3.04 
3.52 

1.0 3.6
5.1 6.3 7.7 9.4経済的付加価値

(投下資本×
[ROIC−WACC])

ROIC
(投下資本利益率)

WACC
(加重平均資本コスト)

ROIC−WACC

トレンド推移把握のため、数値は簡便試算しております。数値算出の前提は、Ｐ１７参考２をご覧ください。
※当社試算ベース

ローリングプランFY2023-FY2025

（億円）

１４

（億円）

（%）

（%）

（%）

（億円）
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事業ポートフォリオ

FY2022 FY2030

解体環境アタッチメント
解体環境アタッチメント

海外 修理・補材

林業・大型環境他

修理・補材
海外

林業・大型環境他

VISION30遂行による事業ポートフォリオの成⻑イメージ

シェア

収益性

シェア

収益性

高

低

高低 高

高

低

低

１５

解体環境アタッチメントと修理・補材は現状の事業ポジションを堅持しつつ拡⼤。
海外と林業・⼤型環境機械分野の競争力強化を図る。

林業

⼤型環境

ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ
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参考１ ⻑期ビジョン VISION30 の骨子

VISION30 ステイトメント

スローガン 人は環境をつくる

価 値 観
【社 風】個人尊重・自由奔放・一体感のある社風
【ビジネス】ユーザーに寄り添った商品サービスの提供
【社 会 性】環境問題などの社会課題の解決につながる事業拡⼤

環境に流されずに環境づくりができる人材を育成し、
事業を通じて環境にやさしい社会の実現に貢献する。

VISION30 業績評価指標（KPI) 

トリプル

3
トリプル

10

売 上 高 300億円 以上
営業利益 30億円 以上
時価総額 300億円 以上

売 上 高 伸 び 率 10％ 以上
売上高営業利益率 10％ 以上
ＲＯＥ 10％ 以上

VISION30 ３つの戦略
① 人づくり
② 人事制度
③ 働き方改革

① ＣＧ体制
② ハード・ウェア
③ ソフト・ウェア

① 国内戦略
② 海外戦略
③ 新規事業

人材戦略

マーケット戦略

経営基盤強化

人材の採用・育成・活用
実績・貢献を反映した公明正⼤な評価・報酬制度
働きやすい・働きたくなる・働きがいのある職場づくり

需要拡⼤に対応した一気通貫バリューチェーんの強化
米・欧・アジアの３拠点への商材・戦力投⼊による市場開拓
新技術応用（新解体工法・ＤＸ等）と戦略的Ｍ＆Ａの推進

持続的成⻑を支えるガバナンス体制の構築
国内・海外の工場・営業拠点の整備（増設・新築）
システムインフラの整備とＤＸによる業務改革・顧客対応力強化

１６

VISION30の骨子
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① 株主資本コスト
株主資本コスト＝ﾘｽｸﾌﾘｰﾚｰﾄ＋ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑ×β（ﾍﾞｰﾀ） 【採取期間＝ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑ：1960年以降、β：過去2年の週次】

２４/３期以降（＊）２３/３期末２２/３期末２１/３期末

5.5％5.5%6.4%7.5%株主資本コスト

−0.14％0.04％0.04％ﾘｽｸﾌﾘｰﾚｰﾄ

−6.08%6.20%6.10%ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑ

−0.881.031.22β（ﾍﾞｰﾀ）

② NOPAT（税引後営業利益）
（＊）２４/３期以降は２３／３期末の資本コストを使用

NOPAT＝営業利益×（１-実効税率）【実効税率＝35%に固定】

④ WACC（加重平均資本コスト）
WACC＝負債ｺｽﾄ×（１-実効税率）×ﾃﾞｯﾄ/（ﾃﾞｯﾄ＋ｴｸｲﾃｨ）＋株主資本ｺｽﾄ×ｴｸｲﾃｨ/（ﾃﾞｯﾄ＋ｴｸｲﾃｨ）
【ﾃﾞｯﾄ＝簿価ﾍﾞｰｽ、ｴｸｲﾃｨ＝株式時価ﾍﾞｰｽ、24/3期以降の株価は2023/3期末の予想PER＝10.1で試算】

③ ROIC（投下資本利益率）
ROIC＝NOPAT/投下資本（ﾃﾞｯﾄ＋ｴｸｲﾃｨ） 【ﾃﾞｯﾄ＝簿価ﾍﾞｰｽ、ｴｸｲﾃｨ＝簿価ﾍﾞｰｽ】

参考２ 投下資本生産性実績・計画策定の前提 １７



©2023 Okada Aiyon Corporation

本資料に掲載されている計画、見通しに関する内容については、
当社が現時点で⼊手可能な情報と、 合理的であると判断する一定の前提
に基づき判断した予想であり、リスクや不確定要素を含んでいます。

従いまして、掲載された将来の計画数値、施策の実現を確約、あるいは
保証するものではありません。

（お問い合わせ先）
オカダアイヨン株式会社

経営企画室
TEL 06-6576-1271 FAX 06-6576-1270

ＵＲＬ http://www.aiyon.co.jp/
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